
中
国
文
化
を
も
っ
と
知
り
た

い
と
女
性
部
主
催
の
学
習
会

「
ラ
ブ
リ
ー
中
国
・
文
化
、
風

俗
、
習
慣
」
編
が
９
月
17
日
府

連
教
室
で
12
名
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
四
大
発
明
「
紙
・
印
刷
・

火
薬
・
羅
針
盤
」
を
高
田
佳
誉

子
さ
ん
を
講
師
に
学
び
ま
し
た
。

学
習
会
に
参
加
し
て

９
月
17
日
、
４
回
目
の
学
習
会
が

開
か
れ
た
。
今
回
は
中
国
四
大
発
明

の
紙
・
印
刷
術
・
火
薬
・
羅
針
盤
と

剪
紙
で
す
。
紙
が
無
か
っ
た
時
代
、

古
木
の
皮
、
木
の
葉
、
竹
簡
や
木
簡

が
文
紙
で
し
た
。
Ｂ
Ｃ
２
世
紀
に
紙

が
発
明
さ
れ
日
本
に
伝
わ
っ
た
の
は

７
世
紀
。
文
具
が
揃
う
と
文
章
を
封

印
す
る
「
は
ん
こ
の
押
し
つ
け
」
が

習
慣
と
な
り
、
そ
の
版
画
か
ら
印
刷

術
が
発
展
し
ま
し
た
。
火
薬
に
つ
い

て
は
秦
の
始
皇
帝
も
求
め
た
不
老
不

死
の
薬
、
そ
の
製
造
中
の
爆
発
が
糸

口
と
な
り
８
世
紀
、
爆
薬
火
薬
が
発

明
さ
れ
た
。

方
位
を
重
視
す
る
中
国
で
は
古
く

か
ら
羅
針
盤
は
存
在
し
て
い
た
。
正

確
な
方
角
を
知
る
ツ
ー
ル
と
し
て
羅

針
盤
を
航
海
に
使
う
こ
と
で
明
代
の

鄭
和
大
航
海
や
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
新
大

陸
発
見
等
、
世
界
周
航
が
可
能
と
な
っ

た
。
最
後
の
剪
紙
、
中
国
の
き
り
え

で
は
作
り
方
を
楽
し
く
学
ん
で
散
会

し
た
。

中
国
文
化
へ
の
関

心
が
回
数
を
重
ね
る

毎
に
深
く
な
り
、
レ

ベ
ル
の
高
さ
を
感
じ

な
が
ら
も
、
い
つ
か

「
中
国
通
」
に
な
り

た
い
と
思
う
。

（
東
辻

由
起
子
）
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好
評
の
女
性
部
学
習
会

「
ラ
ブ
リ
ー
中
国
」

中
国
文
化
へ
の
関
心
が
深
く
な
る

９
月
18
日
（
月
・
祝
）
に
日
中
友

好
協
会
富
田
林
支
部
の
呼
び
か
け
で
、

千
早
赤
阪
村
立
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
２

面
貸
し
切
っ
て
「
わ
い
わ
い
テ
ニ
ス
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

支
部
の
メ

ン
バ
ー
や
、

中
国
の
留
学

生
も
２
名
、

旅
行
会
社
の

人
、
若
い
弁

護
士
さ
ん
な

ど
が
初
参
加

で
、
25
人
が

汗
を
流
し
ま

し
た
。

初
心
者
レ
ッ
ス
ン
に
は
、
テ
ニ
ス

連
盟
か
ら
コ
ー
チ
が
来
て
指
導
し
て

く
れ
ま
し
た
。
経
験
者
コ
ー
ト
は
た
っ

ぷ
り
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
や
若
い
参
加
者
が
増
え
て

き
た
の
で
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

留
学
生
た
ち
は
、
24
日
の
フ
ェ
ニ
ー

チ
ェ
の
集
い
に
も
招
待
し
、
「
日
本

の
伝
統
文
化
に
触
れ
て
、
感
動
し
ま

し
た
」
な
ど
の
感
想
も
寄
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

テ
ニ
ス
の
取
り
組
み
は
若
い
人
を

誘
い
や
す
く
、
す
ぐ
友
達
に
な
れ
ま

す
。
次
回
開
催
は
10
月
18
日
で
す
。

皆
さ
ん
も
ど
う
ぞ
！

（
岡
田

英
樹
）

城
北
支
部
は
９
月
15
日
役
員
会
を

開
催
し
９
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
会

議
で
は
前
回
役
員
会
以
降
の
取
り
組

み
の
到
達
と
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。

第
４
回
支
部
総
会
を

10
月
14
日
（
土
）
に
開

催
し
ま
す
。
山
本
恒
人

府
連
副
会
長
の
講
演

「
中
国
最
新
情
勢
」
、

総
会
議
案
書
作
成
や
当

日
の
段
取
り
に
つ
い
て

打
ち
合
わ
せ
、
会
員
増

や
し
に
つ
い
て
も
議
論

し
ま
し
た
。

こ
の
間
の
取
り
組
み

で
は
「
納
涼
の
つ
ど
い
」

を
開
催
（
８
月
26
日
）
17
名
が
参
加
、

つ
ど
い
で
は
山
本
恒
人
府
連
副
会
長

が
さ
だ
ま
さ
し
「
い
の
ち
の
理
由
」

を
ソ
フ
ト
ボ
イ
ス
で
披
露
、
松
尾
豊

支
部
役
員
（
府
連
理
事
長
）
が
太
極

拳
を
表
演
、
松
本
博
美
さ
ん
、
柳
基

世
支
部
役
員
の
歌
唱
な
ど
余
興
を
大

い
に
楽
し
み
な
が
ら
、
円
卓
テ
ー
ブ

ル
に
並
ん
だ
中
国
料
理
に
舌

鼓
を
う
ち
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。次

回
の
行
事
は
11
月
11
日

（
土
）
「
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
散

策
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

第
14
回
中
国
百
科
検
定
試
験

に
向
け
て
支
部
受
検
促
進
講

座
を
10
月
17
日
（
火
）
城
北

支
部
事
務
所
（
城
東
生
健
会

内
）
に
於
い
て
開
催
し
ま
す
。

そ
の
他
、
中
国
「
残
留
孤

児
・
婦
人
」
２
世
の
生
活
支

援
を
求
め
る
請
願
署
名
促
進
、
福
島

原
発
汚
染
水
処
理
に
関
す
る
矢
崎
談

話
の
読
み
合
わ
せ
討
議
を
行
い
ま
し

た
。

（
佐
藤

倫
理
）

城
北
支
部

コ
リ
ア
タ
ウ
ン
散
策
や

中
国
百
科
検
定
試
験
受
検
促
進
講
座
を
計
画

富
田
林
支
部

「
わ
い
わ
い
テ
ニ
ス
」
に

中
国
留
学
生
も
初
参
加

１
８
９
５
～
１
９
１
９
年

台
湾
が
日
本
に
譲
渡
さ
れ
る
こ
と

は
、
秘
密
裡
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

下
関
条
約
調
印
か
ら
３
日
後
に
そ
れ

を
知
っ
た
台
湾
の
人
々
は
、
「
台
湾

が
独
立
国
で
あ
れ
ば
日
本
へ
の
譲
渡

が
で
き
な
く
な
る
」
と
考
え
、
台
湾

民
主
国
の
独
立
宣
言
を
行
な
い
ま
す
。

日
本
は
台
北
に
台
湾
総
督
府
を
設
置

し
、
軍
司
令
官
の
樺
山
資
紀
（
か
ば

や
ま
す
け
の
り
）
を
台
湾

総
督
に
任
命
し
占
領
を
進

め
ま
す
。

各
地
の
抗
日
運
動
は
、

５
カ
月
に
わ
た
る
日
本
軍

の
攻
撃
に
よ
り
平
定
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
後
も
民
衆

の
抵
抗
は
続
き
ま
し
た
。

日
本
は
抵
抗
す
る
台
湾
民

衆
を
「
土
匪
（
ど
ひ
）
」

と
呼
ん
で
、
徹
底
的
に
弾

圧
し
ま
し
た
。

１
８
９
６
年
、
日
本
政
府
は
法
律

第
63
号
（
六
三
法
）
を
可
決
し
、
台

湾
総
督
府
に
立
法
権
を
与
え
ま
す
。

台
湾
は
日
本
の
法
律
が
適
用
さ
れ
な

い
特
殊
法
域
と
な
り
ま
し
た
。

１
９
１
９
～
１
９
３
６
年

第
一
次
世
界
大
戦
後
、
国
際
社
会

で
は
民
族
自
決
の
動
き
が
高
ま
り
、

日
本
で
も
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
迎

え
ま
す
。
１
９
０
６
年
に

法
律
第
３
１
号
（
三
一
法
）

が
可
決
さ
れ
、
総
督
府
の

立
法
権
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

文
官
総
督
の
起
用
を
主
張

し
て
い
た
原

敬
が
１
９
１

８
年
に
首
相
に
な
る
と
、

文
官
で
あ
る
田
健
治
郎

（
で
ん
け
ん
じ
ろ
う
）
を

総
督
に
任
命
し
ま
す
。

１
９
２
１
年
に
公
布
さ

れ
た
「
法
三
号
」
は
、
日
本
の
法
律

を
台
湾
に
適
用
す
る
こ
と
を
原
則
に

し
、
台
湾
総
督
の
立
法
権
を
特
殊
・

緊
急
の
場
合
に
制
限
し
ま
し
た
。
日

本
の
制
度
を
台
湾
で
実
施
す
る
内
地

延
長
主
義
で
あ
り
、
同
化
政
策
で
す

が
、
圧
政
は
続
き
ま
す
。

日
本
資
本
に
よ
る
収
奪
は
台
湾
内

陸
部
の
山
地
に
ま
で
及
び
、
先
住
民

が
狩
猟
や
焼
き
畑
農
業
を
行
な
っ
て

い
た
森
林
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

先
住
民
の
不
満
が
爆
発
し
た
最
大

の
抗
日
事
件
が
、
１
９
３
０
年
の
霧

社
（
社
は
集
落
の
こ
と
）
事
件
で
す
。

10
月
27
日
台
湾
中
部
の
村
で
、
日
本

人
の
子
ど
も
た
ち
が
通
う
学
校
で
運

動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

も
大
人
も
学
校
に
集
ま
り
警
備
が
手

薄
に
な
っ
た
時
、
セ
デ
ッ
ク
族
（
高

山
族
の
１
つ
）
が
運
動
会
に
な
だ
れ

込
み
日
本
人
１
３
４
人
を
殺
害
し
、

造
材
所
や
駐
在
所
を
次
々
に
襲
い
ま

し
た
。
映
画
「
セ
デ
ッ
ク
バ
レ
」
は

霧
社
事
件
を
史
実
と
創
作
を
交
え
て

描
い
て
い
ま
す
。(

高
田

佳
誉
子)

ビ
ギ
ナ
ー
ズ
台
湾

第
２
回

日
本
統
治
期

先
住
民
の
不
満
が
爆
発
し
た
霧
社
事
件

堺
支
部
総
会
＆
映
画
上
映
会
＆
ト
ー

ク
シ
ョ
ウ
を
12
月
17
日
に
開
催
し
ま

す
。
映
画
は
「
い
の
ち
見
つ
め
て

高
次
脳
機
能
障
害
と
現
代
社
会
」
を

上
映
し
ま
す
。
上
映
後
、
港
健
二
郎

監
督×

藤
田
大
輔
理
学
療
法
士
の
ト
ー

ク
シ
ョ
ウ
を
行
い
ま
す
。

私
た
ち
の
回
り
に
は
危
険
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
仕
事
中
の
労
働
災
害
、

通
勤
・
通
学
途
中
の
交
通
事
故
な
ど

い
た
る
と
こ
ろ
に
潜
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
脳
出
血
や
脳
梗
塞
、
心
臓

発
作
に
よ
る
一
時
的
心
停
止
に
よ
っ

て
脳
に
ダ
メ
ー
ジ
が
生
じ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

い
つ
い
か
な
る
時
、
私
た
ち
が
遭

遇
し
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

幸
い
命
は
助
か
っ
て
も
、
後
遺
症
に

悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
一
つ
が
、
近
年
話
題
に
な
っ
て
い

る
「
高
次
脳
機
能
障
害
」
で
す
。

「
高
次
脳
機
能
障
害
」
と
新
し
い

貧
困
化
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
（
上
村

康
夫
）

堺
支
部

映
画
上
映
会
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ウ

「
高
次
脳
機
能
障
害
」
に
つ
い
て
考
え
ま
す

12
月
17
日
（
日
）

支
部
総
会

13
時
～

上
映
会

14
時
～

堺
市
総
合
福
祉
会
館



国
家
統
計
局
４
月
統
計
で
は
Ｇ
Ｄ

Ｐ
統
計
が
な
い
の
で
、
産
業
分
野
の

前
月
比
増
加
率
で
み
る
と
、
サ
ー
ビ

ス
業
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
製
造
業
を
含

む
工
業
も
回
復
基
調
に
あ
る
。

と
こ
ろ
が
経
営
単
位
別
生
産
動
向

で
先
導
し
て
い
る
の
は
、
外
資
・
外

資
系
（
一
般
外
資
お
よ
び
香
港
・
マ

カ
オ
・
台
湾
の
外
資
系
列
）
で
あ
り
、

国
内
経
営
単
位
で
は
株
式
会
社
と
く

に
国
有
集
団
の
回
復
が
主
導
、
習
近

平
政
権
の
国
有
重
視
傾
向
が

表
れ
て
い
る
。

都
市
農
村

に
広
く
及
ぶ
私
営
（
民
営
企

業
・
個
人
経
営
）
単
位
は
明

ら
か
に
立
ち
遅
れ
て
い
る
。

８
億
近
い
就
業
人
口
の
う
ち

４
億
に
達
す
る
私
営
単
位
の

活
力
低
下
は
経
済
全
体
の
回

復
や
雇
用
拡
大
面
で
足
を
引
っ

張
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
１
％
あ
た
り
で
国
有
企
業

は
１
８
５
万
人
の
雇
用
増
を
も
た
ら

し
た
が
、
民
営
企
業
は
６
３
６
万
人

の
雇
用
増
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
雇

用
創
出
力
は
民
営
企
業
が
圧
倒
し
て

き
た
こ
と
」
（
福
島
香
織
・
『
現
代

ビ
ジ
ネ
ス
』
）
さ
ら
に
IT
産
業
な
ど

大
学
卒
は
じ
め
高
学
歴
者
を
必
要
と

す
る
民
間
企
業
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
規
制
が
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、

問
題
解
決
を
長
引
か
せ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

「
ゼ
ロ
・
コ
ロ
ナ
政
策
」
や
「
米
国

に
よ
る
対
中
包
囲
網
」
に
よ
る
経
済

後
退
へ
の
若
者
の
危
機
感
は
抗
議
の

シ
ン
ボ
ル
「
白
紙
」
運
動

と
な
っ
て
、
習
近
平
政
権

を
「
ゼ
ロ
・
コ
ロ
ナ
」
撤

回
に
向
か
わ
せ
た
。

し
か
し
、
そ
の
軌
道
修

正
の
先
に
失
業
問
題
の
深

刻
化
が
立
ち
ふ
さ
が
る
の

で
あ
れ
ば
、
若
者
に
社
会

閉
塞
と
受
け
止
め
ら
れ
か

ね
な
い
。
若
者
た
ち
の
意

見
、
提
案
に
も
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

就
業
危
機
を
中
央
・
地
方
政
府
、
企

業
、
学
校
、
メ
デ
ィ
ア
、
家
庭
が
一

体
と
な
っ
て
乗
り
切
る
時
期
を
迎
え

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
（
山
本

恒
人
）
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大
阪
西
支
部
９
月
行
事
は
、
不

再
戦
月
間
最
終
月
と
し
て
映
画

「
戦
争
と
人
間
」
を
８
名
が
鑑
賞

し
ま
し
た
。

没
後
40
年
と
な
る
巨
匠
山
本
薩

夫
監
督
作
品
で
す
、
映
画
は
真
実

を
伝
え
る
眼
で
あ
り
、
政
治
や
社

会
の
不
正
を
批
判
し
、
本
当
に
大

衆
の
幸
福
を
願
う
も
の
で
あ
り
た

い
と
平
和
と
民
主
主
義
を
追
及
し

て
い
ま
す
。

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件

前
後
を
扱
い
、
新
興

財
閥
伍
代
家
、
日
本

政
府
が
対
ソ
戦
へ
傾

く
？
中
国
侵
略
に
続

い
て
米
・
英
に
宣
戦

布
告
を
行
う
の
？
戦

争
を
お
金
儲
け
に
換
算
し
て
動
い

て
い
き
ま
す
。

伍
代
家
の
家
族
も
長
女
は
銀
行

財
閥
へ
の
政
略
結
婚
、
し
か
し
次

女
は
反
戦
青
年
と
の
恋
愛
、
セ
ツ

ル
メ
ン
ト
活
動
へ
。
次
男
は
調
査

活
動
の
中
で
日
本
不
利
と
判
断
。

軍
部
・
特
高
の
怒
り
を
買
い
、
徴

兵
さ
れ
ノ
モ
ン
ハ
ン
の
闘
い
へ
、

ソ
連
側
の
圧
倒
的
な
軍
事
力
、
し

か
し
後
退
は
許
さ
れ
ず
、
敗
北
責

任
は
中
間
幹
部
が
と
ら
さ
れ

自
決
に
追
い
込
ま
れ
ま
す
。

理
不
尽
な
天
皇
制
軍
隊
・

戦
争
の
本
質
を
追
い
求
め
て

い
ま
す
、
安
保
３
文
書
43
兆

円
の
軍
事
費
が
組
ま
れ
て
い

る
現
在
、
二
度
と
戦
争
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
鑑
賞
者
一

同
の
感
想
で
し
た
。
（
平
松

悦
雄
）

10
月
１
日
西
区
民
セ
ン
タ
ー
で
、

第
39
回
「
戦
争
は
い
や
や
西
区
平
和

展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
中
友
好
協
会
も
昨
年
に
続
き
長

谷
川
テ
ル
を
テ
ー
マ
に
展
示
。
実
行

委
員
会
の
中
で
、
４
年
間
の
ア
メ
リ

カ
と
の
戦
争
被
害
が
多
く
占
め
て
い

る
、
も
っ
と
加
害
部
分
の
中
国
関
連

を
出
さ
な
く
て
は
と
提
案
し
、
加
害

勉
強
を
し
な
く
て
は
の
声
に
賛
同
が

あ
り
、
日
中
友
好
協
会
が
講
師
と
な

り
日
清
・
日
露
戦
争
お
よ
び
15
年
の

実
態
を
話
し
ま
し
た
。
中
国
侵
略
の

歴
史
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
中
国
侵
略

と
長
谷
川
テ
ル
の
流
れ
な
ら
ば
よ
く

わ
か
る
と
感
想
を
述
べ
て
く
れ
ま
し

た
。侵

略
コ
ー
ナ
ー
の
展
示
を
見
て

「
柳
条
湖
と
い
う
が
湖
は
あ
り
ま
す
？

次
回
百
科
検
定
３
級
を
受
け
る
予
定

で
す
」
す
る
ど
い
質
問
も
受
け
ま
し

た
。
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
や
テ
ル
の
本

「
レ
ク
エ
イ
ム
」
も
売
れ
、
日

中
新
聞
宣
伝
紙
も
８
月
と
９
月

号
の
南
西
諸
島
・
関
東
大
震
災

の
見
出
し
が
良
く
、
無
く
な
り

ま
し
た
。
２
世
支
援
署
名
に
も

協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
に
来
ら
れ
た
フ
リ
ー
ジ
ャ

ナ
リ
ス
ト
西
谷
文
和
さ
ん
も
熱

心
に
、
長
谷
川
テ
ル
コ
ー
ナ
ー

を
見
ら
れ
意
見
交
換
も
い
た
し

ま
し
た
。
（
平
松

悦
雄
）

記
録
更
新
を
重
ね
る
中
国
若
者
失
業
率

「
国
進
民
退
」
傾
向
に
も
留
意
が
必
要

西
支
部

戦
争
と
人
間

第
３
部
を
鑑
賞

理
不
尽
な
天
皇
制
軍
隊

戦
争
の
本
質
を
追
及

46

回
目

の
今
年
は

９
月
29

日

か
ら
10

月

４
日
、
第

２
回
か
ら

37

回
ま
で

使
っ
て
い

た
「
エ
ル
・

お
お
さ
か
」

に
会
場
を

移
し
て
の

展
示
会
と
な
り
ま
し
た
。

43
人
が
49
点
の
作
品
を
出
品
、
白

黒
や
単
色
で
切
っ
た
作
品
も
あ
り
ま

す
。
大
方
の
作
品
は
和
紙
や
洋
紙
で

彩
色
さ
れ
、
季
節
感
の
あ
る
目
に
優

し
い
色
合
い
が
来
場
者
の
目
を
引
い

て
い
ま
し
た
。

現
代
の
時
代
を
切
り
取
ろ
う
と
す

る
「
デ
ジ
タ
ル
の
向
こ
う
側
」
動
き

の
あ
る
ラ
グ
ビ
ー
を
描
い
た
「
ト
ラ

イ
寸
前
」
街
角
を
描
い
た
「
大
阪
汐

見
橋
界
隈
」
子
供
の
遊
ぶ
様
子
を
描

く
「
夏
の
庭
で
」
な
ど
、
作
者
の
視

点
が
よ
く
見
え
る
作
品
が
あ
り
ま
し

た
。大

方
は
リ
ア
ル
に
描
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
が
、
「
か
く
れ
ん
ぼ
４
」

や
「
中
国
舞
踏
」
な
ど
抽
象
化
し
た

作
品
も
目
に
つ
き
ま
す
。
画
面
の
中

に
今
日
の
コ
ロ
ナ
禍
を
そ
っ
と
見
せ

る
マ
ス
ク
姿
の
人
物
を
配
す
る
な
ど
、

作
者
の
思
い
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
も

あ
り
楽
し
く
鑑
賞
で
き
て
い
た
と
感

じ
ま
し
た
。

（
前
田

尋

全大阪きりえ美術展

力作49作品を展示

西
区
平
和
展

長
谷
川
テ
ル
コ
ー
ナ
ー
を
展
示

東
大
阪
戦
争
展
が
７
月
29
日
、
30

日
に
、
八
尾
平
和
ピ
ー
ス
コ
ン
サ
ー

ト
は
８
月
６
日
に
開
か
れ
、
中
河
内

支
部
か
ら
も
参
加
し
ま
し
た
。
沖
縄

戦
を
テ
ー
マ
に
朗
読
劇
「
わ
た
し
た

ち
の
修
学
旅
行

明
る
い
っ
て
え
え

な
ぁ
」
作

神
通
悟
・
構
成
演
出

坂

手
日
登
美
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
出

演
者
は
中
学
生
や
高
校
生
を
含
め
て

若
い
女
性
と
、
そ
の
他
劇
団
息
吹
な

ど
ベ
テ
ラ
ン
が
参
加
し
ま
し
た
。

初
め
て
戦
争
展
に
参
加
し
た
若
者

の
感
想
は
「
パ
ネ
ル
や
資
料
の
展
示

が
豊
富
で
、
わ
れ
わ
れ
戦
争
を
知
ら

な
い
世
代
の
若
者
に
と
っ
て
は
、
そ

の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
展
示
が
と
て
も
効
果

的
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
過
去
の
出
来
事
と
し
て
の
戦
争

で
な
く
、
現
在
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
起
こ
っ

て
い
る
戦
争
や
、
沖
縄
の
基
地
問
題

な
ど
過
去
と
現
在
の
両
方
か
ら
戦
争

に
触
れ
、
改
め
て
平
和
を
考
え
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ア
ニ
メ
上
映
や

パ
ズ
ル
な
ど
子

ど
も
が
体
験
で
き
る
演
目
も
あ
り
、

家
族
連
れ
で
来
ら
れ
て
い
る
方
々
の

姿
が
見
ら
れ
た
の
も
印
象
的
で
し
た
」

（
坂
手

日
登
美
）

中
河
内
支
部

戦
争
展
で
朗
読
劇
を
上
演

パ
ネ
ル
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
展
示
が
効
果
的

前田尋「黒滝」

近藤好幸「富田林寺内町」


